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修士課程入試問題の訂正内容
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二
． ゜

問
題
用
紙
は
「
十

一
枚
」

「
専
門
科
目

・
共
通
」

・
「
専
門
科
目

・
選
択
」

こ
と
。

「
専
門
科
目
・
選
択
」

②
「
専
門
科
目
・
共
通
」

に
つ
い
て
は
、

「
共
通
一
」

（例

「選
択

一
」

「
専
門
科
目

・
共
通
」
と
も
に
、
解
答
用
紙
は

「
選
択
二
」
な
ど
）

を
必
ず
記
入
す
る

「問
題
番
号
」
ご
と
に

一
枚
ず
つ
使
用
す
る
こ
と。

二
0
二
三
年
度

解
答
上
の
注
意

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

一
般
入
学
試
験
問
題

①

r
専
門
科
目

・
選
択
」
は
、
出
願
時
に
届
け
出
た
研
究
指
導

・
指
導
教
員
の
専
門
分
野
に
よ
り
、
左
記
の
表
の

「解
答
す

べ
き
問
題
」

（
選
択

一
＼
選
択
七
）
を
解
答
し
な
さ
い
。
な
お
、

「
解
答
す
べ
き
問
題
」
以
外
を
解
答
し
た
場
合
、

当
該

解
答
は
「

0
点
」
と
な
り
ま
す
。

（
共
通

一
＼
共
通
二
）
は
、
士

a鵬
者
全
員
が
解
答
す
る
問
騨
で
す
。

全
て
の
解
答
用
紙
の
所
定
欄
に
、
受
験
番
号
・
氏
名

・
研
究
指
導
名
・
指
導
教
員
名
を
必
ず
記
入
す
る
こ
と。

に
つ
い
て
は
、

解
答
用
紙
の
ホ
ッ
チ
キ
ス
は
、

空
欄
に

「問
題
番
号
」

「
共
通
二
」
そ
れ
ぞ
れ
所
定
の
解
答
用
紙
を
用
い
る

こ
と
。

は
ず
さ
な
い
こ
と
。
ま
た
、
無
解
答
の
解
答
用
紙
で
も
提
出
す
る
こ
と
。

（本
。ヘ
ー
ジ
含
む
）
、
解
答
用
紙
は
「
三
枚
」
で
す
。
必
ず
枚
数
を
確
認
す
る
こ
と。

以上
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に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

国
語
教
育
専
攻
の
入
学
試
験
問
題
は
、

〔
専
門
科
目
・
選
択
〕

（
配
点

6
0
%）
と
〔
専
門
科
目

・
共
通
〕

〔
専
門
科
目
〕

【
国
語
教
育
専
攻
】

修
士
課
程

（配
点

40
%
）
と

ー
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NMLKJ  ー GECA  

一
、
次
の
A
S
H
の
う
ち
か
ら
三
題
を
選
び
、

て
は
選
択
し
た
問
題
記
号
を
明
記
す
る
こ
と
）
。

r-..i 

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

c
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

〖
国
語
教
育
専
攻
〗

生
活
綴
方
教
育

雑
誌
『
教
育
・
国
語
教
育
』

情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項

「
サ
ク
ラ
」
読
本

そ
れ
ぞ
れ
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い

（
※
解
答
に
際
し

言
葉
に
よ
る
見
方
。
考
え
方

大
村
は
ま

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

指
導
と
評
価
の
一
体
化

二
、
次
の

I
S
N
の
う
ち
か
ら
二
題
を
選
び
、
具
体
的
に
解
説
し
な
さ
い

択
し
た
問
題
記
号
を
明
記
す
る
こ
と
）。

（
※
解
答
に
際
し
て
は
選

森
岡
健
二
の
「
文
章
構
成
法
」

総
合
的
な
探
究
の
時
間
と
国
語
科
の
役
割

P
I
S
A
型
読
解
力
の
特
徴

一
読
総
合
法
と
三
読
法

文
部
省
著
作
教
科
書
『
中
等
国
語
』
（
昭
和
二
二
年
）
に
お
け
る
漢
文
の
位
置
付
け

時
枝
誠
記
の
古
典
教
育
論

三
、
「
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
等
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
学
習
評
価
及

び
指
導
要
録
の
改
善
等
に
つ
い
て
（
通
知
）
」
（
平
成
三
一
年
三
月
二
九
日
初
等
中
等
局
長
）
に
基
づ

き
、
「
内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
の
評
価
規
準
」
を
作
成
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
中
学
校
「
B

書
く
こ
と
」
領
域
の
具
体
的
な
単
元
事
例
を
挙
げ
て
説
明
し
な
さ
い
。

な
お
、
評
価
の
観
点
と
し
て
は
、
必
ず
「
知
識
・
技
能
」
「
思
考

・
判
断

・
表
現
」
「
主
体
的
に
学
習

に
取
り
組
む
態
度
」
を
設
定
す
る
こ
と
。

HFDB  

選
択

.,__, 

国
語
教
育

専
門
科
目
◎
選
択

二
0
二
三
年
度

平
1

課
程

! 

2
 



三
日
本
語
学
が
研
究
対
象
と
し
て
い
る
範
囲

・
分
野
に
つ
い
て
、
専
門
外
の
人
に
も
わ
か

り
や
す
い
よ
う
に
、
具
体
例
を
交
え
な
が
ら
説
明
し
な
さ
い
。
そ
の
際
、
研
究
方
法
や
隣

接
領
域
に
も
触
れ
、
日
本
語
学
研
究
の
意
義
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
論
じ
な
さ
い
。

ONM  〔選
択
二
〕

次
の

A
S
L
の
事
項
の
う
ち
か
ら
四
題
を
選
び
、
説
明
し
な
さ
い
。

選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。
）

シ
ソ
ー
ラ
ス

言
語
地
理
学

ネ
ン
ス

プ
ロ
ミ

デ
ィ
ス
コ
ー
ス

次
の

M
S
O
の
う
ち
か
ら
一
題
を
選
び
、
具
体
的
に
論
じ
な
さ
い
。

選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と。
）

日
本
語
史
の
時
代
区
分
と
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
日
本
語
学
的
な
特
徴

現
代
敬
語
の
五
分
類
に
つ
い
て

日
本
語
に
お
け
る
「
文
法
化
」
現
象

A

フ
ィ
ラ
ー

D

授
受
表
現

G

複
合
辞

J

時
枝
誠
記

KHEB  

L I F C 

日
本
語
学

r 11 

専
門
科
目
。
選
択

二
0
二
三
年
度

修
土
課
程

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

一
般
。
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

【
国
語
教
育
専
攻
〗

k 

（
解
答
の
際
に
は
、

サ
ジ
ェ
ス
ト
ペ
デ
ィ
ア

日
葡
辞
書

上
代
特
殊
仮
名
遣
い

生
成
文
法

（
解
答
の
際
に
は
、

r
へ）



三
、
上
代
文
学
作
品
の
享
受
の
歴
史
を
踏
ま
え
、
そ
の
国
語
科
教
材
と
し
て
の
意
義
に
つ
い
て
、
具
体
的
か
つ
簡
潔
に

（
解
答
用
紙
一

0
行
以
内
）
考
え
を
述
べ
な
さ
い
。

(
E
)
メ
ル
シ
ナ
型
神
話

(
I
)
貴
種
流
離
諏

(
F
)
出
雲
臣
廣
嶋

(
J
)
行
路
死
人
歌

(
G
)
大
伴
旅
人

(
H
)
『
万
葉
集
』
巻

(
k
)
『
播
磨
国
風
土
記
』

〔
選
択
三
〕

古
典
文
学

(
I
)

上
代
文
学
問
題

一
、
次
の

(
A
)
¥
（D
)
の
う
ち
か
ら
、
二
題
を
選
択
し
て
論
述
し
な
さ
い
。
解
答
の
際
に
は
、
選
択
し
た
問
題
番
号

を
明
記
す
る
こ
と
。

(
A
)
『
古
事
記
』
偽
書
説

(
B
)
『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
主
題
と
構
成

(
C
)
「
山
川
原
野
名
号
所
由
」

(
D
)
発
生
期
の
和
歌

二
、
次
の

(
E
)
S
(
K
)
の
う
ち
か
ら
、
三
題
を
選
択
し
て
簡
潔
に
（
一
題
あ
た
り
解
答
用
紙
五
行
以
内
）
説
明
し
な

さ
い
。
解
答
の
際
に
は
、
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

（
上
代
文
学
問
題
、
以
上
）

『

門
科
目
。

’―-』

〖
国

程

゜

二
0
二
三

早

田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

匿

学

試

験

問

題育
専

に＝4

仏



一
、
次
の
(
A
)
s
(
D
)
の
う
ち
、
二
題
を
選
択
し
て
論
述
せ
よ
。

(
A
)
『
伊
勢
物
語
』
と
『
古
今
和
歌
集
』
と
の
関
係

(
B
)

『
和
泉
式
部
日
記
』
の
特
質

(
C
)
『
源
氏
物
語
』
の
古
注
釈

(
D
)
『
源
氏
物
語
』
の
諸
本
研
究
の
意
義

二
、
次
の

(
E
)
ー

(
M
)

の
う
ち
三
題
を
選
択
し
て
、
簡
潔
に
説
明
せ
よ
。

(
E
)
『
大
和
物
語
』

(
F
)
『
成
尋
阿
闇
梨
母
集
』

(
G
)
『
夜
の
寝
覚
』

(
H
)
『
栄
花
物
語
』

(
I
)
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
(
J
)
『
堤
中
納
言
物
語
』

(
K
)
藤
原
彰
子

(
L
)
草
子
地

(
M
)
平
安
時
代
の
文
学
に
お
け
る
後
宮

三
、
中
古
文
学
を
学
校
教
育
で
学
ぶ
意
義
と
は
何
か
、
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
よ
。

、-
選

択

四 -→ 

〕
古
典
文
学

(II)

中
古
文
学

解
答
に
際
し
て
は
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

専
門
科
目
。
選

L - —’ 

早

田

大

学

大

学

院

育

学

一
般
。
外
国
生
入
学
試
験
醗

教
育
専
攻
〗

〖
匿

二
0
二
三
年
度

修
土

程

究
科

5
 



⑩

徒

然

草

⑨
 

弁
内
侍
日
記

夫
木
和
歌
抄

⑧
 

⑦
 

玉
葉
和
歌
集

⑥

阿

仏

尼

⑤
 

④
 

建
礼
門
院
右
京
大
夫
集

今
物
語

③

古

事

談

②

方

丈

記

①

藤

原

俊

成

『
堀
河
百
首
』
の
和
歌
史
的
意
義
に
つ
い
て

歌
合
の
文
学
史
的
展
開
に
つ
い
て

勅
撰
和
歌
集
と
そ
の
周
縁
に
つ
い
て

歌
学
書
・
歌
論
書
の
成
立
と
展
開
に
つ
い
て

教
訓
書
・
女
訓
書
の
特
質
と
受
容
に
つ
い
て

二
、
次
の
①

S
⑩
の
中
か
ら

iiを
選
択
し
て
、
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

⑥

両

統

迭

立

と

文

学

に

つ

い

て

⑤
 

④
 

③
 

②
 

①
 一

、
次
の
①

S
⑥
の
中
か
ら
ゴ
叫

I

を
選
択
し
て
、
詳
し
く
論
述
し
な
さ
い
。

〔
選
択
五
〕

古

典

文

学

（
頂
）

中

世

文

学

二
0
二
三
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
士
課
程
一
般
魯
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

[
専
門
科
目
R
選
択
]
【
国
語
教
育
専
攻
】
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二
0
二
三
年
度

口
①
 大

凡
物
不
囁
i

―
其
笠
則
鳴
。

其
趨
也
或
＞
梗
唸
、

次
の
文
は
唐
・
韓
愈
の
「
送
孟
東
野
序
」
で
あ
る
。
こ
の
文
を
読
ん
で
、
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

草

木

之

無

喩

、

水

之

無

喩

、

曇

唸

、

其

沸

也

墨

喜

。

金

石

之

無

喩

、

心

撃

VZ鳴
。
人
之
虞
―
0

也
亦

然
、
亙
盃
付
宅
童
而
後
言
。
其
歌
也
有
咆
、
其
哭
也
有
＞
懐
、
凡
炉
平
ロ
一
而
為
乍

t

者
、
其
皆
有
二

弗
＞
平
者
尋
。
梨
也
者
‘
聾
一
干
中
一
而
泄
一
干
外
一
者
也
。
澤
言
ハ
善
鳴
煮
而
椴
仝
鳴
。
金
・
石
・
絲
．

竹
・

飽
•
土
・
革
・
木
八
者
、
物
之
善
嗚
者
也
。
維
天
之
於
時
也
亦
然
、
繹
其
善
鳴
者
而
椴

安

鳴
。

是
故
以
傭
鳴
噂
、
以
雇
EB

鳴
復
、
以
厘
華
鳴
喩
、
以
＞
風
鳴
惚
。

四
時
之
相
推
敗
、
其
必
有
下

②
 

資

宝

翌

者

奔

。

…
・・・
中
略
：
・
:
唐
之
堕
天
下
ー
、
陳
子
昂
・
蘇
源
明
・
元
結

・
李
白
・
杜
甫

1

□5

、
皆
以
喰
所
一
能
鳴
ー
。
其
存
而
在
咋
＇
者
、
孟
郊
東
野
、
始
以
其
翌
鳴
。
其
高
出
酬
晉

i

不
喩
而
及
濠
互
其
他
浸
神

i

乎
漢
氏
埃
。
従
唱
遊
者
、
李
開

・
張
籍
其
尤
也
。
三
子
者
之
鳴
、

信
善
芙
。
抑
不
知
天
牌
和
其
墜
而
使
鳴
國
家
之
盛
邪
、

使
自
鳴
其
不
幸
邪
。

□
次
の

(
A
)
S

(
J
)

に
説
明
し
な
さ
い
。

(
A
)
風

・
雅
・
頌

(
E
)
玉
孟
茸
柳

(l
)
『
文
鏡
秘
府
論
』

〔
選
択
六
〕

「――i

三
子
者
之
命
、

東
野
之
投
寮
江
南
一
也
、

中
国
古
典
文
学

問
題

専
門
科
目
。
選
択
し-4

(
D
)
「
李
娃
伝
」

(
H
)
『
聯
斎
志
異
』

【
国
語
教
育
専
攻
〕

修
土
課
程

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

一
般
。
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

風
撓
唸
喘
゜

ア

「文
言
j

と
「
白
話
」
が
も
つ
文
学
史
的
意
味
に
つ
い

て

イ
白
居
易
と
「
新
楽
府
」
に
つ
い
て

ウ
中
国
文
学
の
女
性
詩
人
に
つ
い

て

エ
日
中
比
較
文
学
の
研
究
方
法
に
つ
い
て

オ
日
本
漢
詩
文
が
も
つ
国
語
教
材
と
し
て
の
意
味
に
つ
い
て

の
中
か
ら
三
つ
の
項
目
を
選
び
、

(B
)
六

書

(

C

)
「
典
論
論
文
」

(
F
)
黄
庭
堅

(
G
)
陸
茄

(J
)
李
攀
龍
『
唐
詩
選
』

風

蕩

Vz
鳴
゜

抑
将
窮
餓
其
身
、

則
懸
呻
天
ー
｛
矢
。
其
在
任
也
鈴
以
喜
、

遵
デ
坪
一
繹
然
苔
i

故
吾
道

J
其
命
一
於
天
渚
｛
以
解

Vzo

其
躍
也

思
愁
其
心
腸
而

其
在
午
也
羹
以
悲
゜

〔
設
問
一
〕
傍
線
①
「
大
凡
：
・・：
後
言
」
を
、
口
語
訳
し
な
さ
い
。

〔設
問
二〕

傍
線
②
「
陳
子
昂
・
:
,
．．
 

李
観
」
の
中
か
ら

一
人
を
選
ぴ
、
そ
の
人
物
の
文
学
史
的
功
績
に
つ
い
て
簡
潔

に
説
明
し
な
さ
い
。

〔
設
問
三
〕

傍
線
③

「抑
不
：
、
．．． 
幸
邪
」
に
つ
い
て
、
い
・

⑱
二
つ
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

A

す
べ
て
平
仮
名
に
よ
る
書
き
下
し
文
、
ま
た
は
現
代
中
国
語
の
発
音
記
号
（
併
音
）
表
記
に
改
め
よ
。

e
口
語
訳
し
な
さ
い
。

戸一

次
の
ア
＼
オ
の
中
か
ら

―
つ
を
選
択
し
、
そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記
し
た
上
で
、
説
明
な
ら
び
に
あ
な
た
の
考
え

を
記
し
な
さ
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
文
学
史
な
い
し
は
文
化
史
的
意
味
を
中
心

7
 



^ ＾^ GDA  
、-、一、一

『
我
楽
多
文
庫
』

「
蔵
の
中
」

火
野
葦
平

(
B
)

「
田
舎
教
師
」

(
E
)

『
種
蒔
く
人
』

(
C
)

平

塚

ら

い

て

う

(
F
)

「
野
火
」

次
の

(
A
)
 

s
 (G
)
 
の
中
か
ら
三
呵
g
を
ー
選
択
し
ー
て
説
明
し
な
さ
い
。

『
』
は
雑
誌
名
を
示
す
）

(
A
)
戯

作

文

学

に

つ

い

て

(
B
)

没

理

想

論

争

に

つ

い

て

(
C
)

白

樺

派

の

文

学

に

つ

い

て

(
D
)

近

代

文

学

と

病

に

つ

い

て

(
E
)

ジ

ェ

ン

ダ

ー

と

文

学

研

究

に

つ

い

て

次
の

(
A
)
 
s
 (E
)
 
の

中

か

ら

一

題

を

選

択
9

し
て
論
じ
な
さ
い
。

日
本
の
近
代
文
学
研
究
に
お
け
る
作
者
に
つ
い
て
、

あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
な
さ
い
。

[
選
択
七

F 

近

代

文

学

]

二
0
二
三
年
度

修
土
課
程

専
門

。
選

9 9 

早

＾

学

大

学

院

研

一
般
。
外
-
学
生
入
学
試
験
醤

専
攻
〗

〖
国

科

図し



〖
共
通
一
〗

次
の
文
章
は
野
且
俯
二
『
物
語
と
し
て
の
ケ
ア
』
（
医
学
書
院
、

こ
れ
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
（
次
ペ
ー
ジ
）
に
答
え
な
さ
い
。

あ
る
。

分
と
は
何
者
か
、
本
当
の
自
分
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
、

二
0
0二年）

そ
礼
で
低
｀
口
自
邑
硲
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
に
し
ヱ
脳
り
立

2
ぷ
る
の
で
多
含
ふ
。
こ
の
岡
應
に
つ
い
て
、

暮
心
理
書
の
ガ
ー
ゲ
ン

[
i

-9
8
5.
＿
遣2
-
還
]
や
文
化
心
理
書
の
プ
ル
ー
ナ
ー
[
~
,
―
羞
誓
念

て
興
味
翠
い
考
え
方
を
示
し
て
邑
た
。
そ
れ
を
一
貫
で
い
え
ば
、
「
自
己
と
は
セ
ル
フ
。
ナ
ラ
テ
イ
ヴ
豆
苫
月
ative
で

あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
「
セ
ル
フ
。
ナ
ラ
テ
イ
ヴ
」
に
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
「
物
領
」
と
凪
り
」
と
い
う
二
つ
の
意
稼
が
含
ま
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
自
己
と
は
自
己
物
語
で
あ
る
」
と
い
う
意
諏
と
、
「
自
己
と
は
自
己
語
り
で
あ
る
」
と
い
う
意
唸
で

い
ず
れ
に
せ
よ
、
自
己
が
ま
ず
先
に
あ
っ
て
そ
れ
が
自
己
の
物
語
を
語
る
の
で
は
な
く
、
自
己
に
つ
い
て
の
物

．

語
、
喜
磨
詔
忌
行
為
そ
の
も
の
が
喜
含
＜
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
こ
の
喜
皇
緊
急
。

ま
ず
、
「
自
己
と
陰
自
己
物
語
で
あ
る
」
と
い
う
主
張
か
ら
み
て
み
よ
う
。
た
と
え
ば
、

わ
れ
わ
れ
は
と
色
お
り
、

「自

い
わ
ゆ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
問
園
に
直
面
す
る
。
「
自
分

が
本
当
に
1
た
い
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
」
と
か
、
「
自
分
ら
し
さ
が
う
ま
く
表
現
で
き
な
い
」
と
い
う
湯
合
も
あ
る
。

こ
の
と
毎
、
自
分

9
苔
§
ま
な
属
輿
た
と
え
ば
、
年
晦
や
餘
別
や
出
身
地
や
学
藍
な
ど
を
い
く
ら
列
挙
し
て
み
で

も
十
分
な
答
え
に
は
な
ら
な
い
。

衷
た
、
自
分
の
さ
ま
ざ
ま
な
総
力
、
た
と
え
ば
、
ス
ボ
ー
ツ
笠
得
意
だ
と
か
カ
ラ
オ
ケ

が
得
意
だ
と
か
を
い
く
ら
あ
げ
て
み
て
も
十
分
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
た
し
か
に
自
分
の
重
要
な
側
面
に
は
違
い
な
い

が
、
あ
く
ま
で
側
薗
に
し
か
す
苔
な
い
。

わ
た
し
の
も
っ
と
も
わ
た
し
ら
し
い
蔀
分
を
零
徊
ろ
う
と
す
る
と
合
、
そ
れ
は
、
自
分
が
生
ま
れ
て
か
ら
い
良
衷
で
ど
の

よ
う
に
生
邑
て
毎
た
の
か
と
い
う
「
自
己
物
語
」
の
形
式
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。
自
分
絵
い
ま
哀

で
、
何
に
苦
し
み
、
何
に
飲
ん
で
き
た
の
か
。
何
に
儲
つ

J

さ
、
何
に
感
曲
し
て
台
た
の
か
。
誰
と
出
会
い
、

誰
と
別
れ
て

邑
た
の
か
。
何
を
手
に
入
れ
、

ひ
と
つ
の
物
語
、
そ
れ
こ
そ
が
｀

絃
か
な
ら
ぬ
わ
た
し
ら
し
さ
を
網
成
す
る
も
っ
と
も
怠
要
な
喪
素
と
な
る
は
ず
で
あ

る
。
右
に
述
べ
た
自
分
の
さ

g
苓
象
な
特
飯
も
、
そ
う
し
た
物
語
の
な
か
に
位
匿
づ
け
ら
れ
て
陰
じ
め
て
生
急
生
毎
と
し

た
意
瞭
あ
い
を
帯
び
て
く
る
。

つ
ま
り
、
「
自
己
は
物
語
の
形
式
で
存
在
す
る
」
と
い
え
る
。

次
に
、
「
自
3
と
捻
自
己
概
り
で
あ
る
」
と
い
え
藝
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
あ
ら
か
じ
め
自
己
が
あ
っ
て
皇
号

こ
と
を
語
る
の
で
は
な
く
、
自
己
に
つ
い
て
の
語
り
が
そ
の
つ
ど
、
自
己
を
つ
く
り
直
し
て
い
く
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

わ
た
し
た
ち
は
、
日
々
、
自
分
を
語
り
な
が
ら
生
き
て
い
る
。
自
分
の
過
去
の
失
欺
誤
や
成
功
談
を
ひ
と
に
話
す
こ
と

が
あ
る
し
、
昨
日
起
こ
っ
た
些
網
な
塑
詈
翠
こ
と
も
あ
る
。
あ
る
い
は
、
い
ま
か
か
え
て
い
る
暑
刻
な
悩
み
や
苦

し
み
、
ぅ
れ
し
い
気
持
ち
や
楽
し
い
気
持
ち
を
語
す
こ
と
も
あ
る
。
こ
う
し
た
自
分
に
つ
い
て
の
「
語
り
」
が
、
自
分
の

人
生
物
謳
の
一
郷
と
し
て
日
々
密
苔
加
え
ら
れ
て
い
く
。
あ
る
い
は
造
に
、
何
か
を
嘩
る
こ
と
で
、
す
で
に
存
在
す
る
色

の
う
ま
で
の
人
生
拗
語
に
修
正
を
細
え
た
り
衷
形
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
自
己
は
「
自
己
語
り
」
に
よ
っ

て
更
新
さ
れ
て
い
く
。
自

a窒
謳
る
こ
と
は
自
己
物
語
を
婆
訂
し
罠
新
し
て
い
く
こ
と
な
の
だ
と
い
え
る
。

と
こ
る
で
、
ふ
だ
ん
、
わ
た
し
た
ち
は
何
気
な
く
、
自
分
と
捻
．
こ
う
い
う
人
閥
で
あ
る
と
か
、
自
分
の
こ
こ
が
舒
唇
だ

と
か
微
い
だ
と
か
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
語
っ
て
い
る
自
己
を
語
ろ
う
と
す
る
と
、
と
て
つ
も
な
い
困
難
に
ぷ

つ
か
る
。
自
己
を
語
っ
て
い
る
目
己
と
は
一
体
鑑
な
の
か
。
こ
れ
を
者
え
て
い
く
と
、
「
語
っ
て
い
る
自
己
を
函
っ
て
い

る
自
己
を
語
っ
て
い
る
自
己
を
・
・
・
・・
・
」
と
い
う
無
限
後
退
に
陥
っ
て
し
ま
う
。

「自
己
」
は
永
造
に
到
達
で
き
な
い
逃
げ

水
の
よ
う
な
喜
に
な
っ
て
し
ゃ
そ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
わ
た
し
た
ち
は
ふ
だ
ん
こ
の
よ
う
な
酉
倒
な
こ
と
に
は
陥
ら
ず
に
、
安
心
し
て

「自
己
」
を
語
っ
て
い

る
。
そ
れ
で
は
、
何
が
そ
れ
を
可
餘
に
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
わ
た
し
た
ち
が
語
り
な
舷
ら
そ
の
つ
ど
自
己

『

=0= 

何
を
失
っ
て
自
た
の
か
。
そ
う
し
た
自
分
に
と
っ
て
の
か
け
郊
え
の
な
だ
据
瞬
を
箇
っ
た

門
科
目
c 

江
ノ》、
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節
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専
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土
課
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問
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を
つ
く
り
宦
し
鬱
腐
し
て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
器
る
。
あ
ら
か
じ
め
、
鼈
固
た
る
自
己
が
あ
っ
て
、
そ
れ
餅

何
か
を
語
っ
て
い
る
の
で
捻
な
く
、
わ
た
し
た
ち
は
、
語
り
な
郊
ら
自
己
を
生
み
出
し
、
褻
形
し
た
り
繍
鵜
し
た
り
し
な

が
ら
、
自
己
を
確
認
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
た
娯
っ
て
、
最
初
の
問
い
に
戻
れ
ば
、
い
ま
語
っ
て
い
る
自
己
低
、
過
去
の

「自
己
語
り
」
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て

器
た

r自
已
j

で
あ
る
と
増
え
る
こ
と
卵
で
善
る
。
生
良
れ
て
か
ら
い
哀
象
で
の

r
自
己
語
り
」
痰

r
自
己
拗
謳
」
を
つ

く
っ
て
邑
た
。
そ
う
や
っ
て
つ
く
ら
れ
て
5
戸
た
「
自
己
」
が
、
い
ま
あ
ら
た
め
て

「自
己
J

を
語
り
な
が
ら
、
そ
れ
に
修

正
を
加
え
た
り
、
い
ま
良
で
ど
詔
り
で
あ
る
こ
と
を
筐
露
し
た
り
、
そ
れ
を
舗
強
し
た
り
し
て
い
る
。
醤
る
こ
と
で
鼈
か

さ
を
増
す
も
の
、
そ
れ
が
「
自
己
」
な
の
で
あ
る
。

逆
に
い
え
認
、
口
自
己
」
は
語
ら
れ
な
け
れ
腿
不
醸
か
な
容
在
に
な
?
て
し
哀
う
。
「
自
己
」
捻
以
薗
の
「
自
己
語
り
j

か
ら
時
閥
が
た
っ
に
つ
れ
て
、
し
だ
い
に
そ
の
翰
郭
を
粽
や
け
各
せ
、
不
確
か
さ
を
培
し
て
い
く
。
そ
の
懐
や
け
裟
睾
瑯

を
讐
豆
雙
，
畠
が

「自
己
證
り
j

な
の
だ
と
考
え
る
こ
と
絡
で
慈
る
。
も
ち
ろ
ん
、
た
と
え
不
置
か
で
あ
っ
て
も
と
く

に
不
都
合
娯
な
け
れ
球
そ
れ
で
闊
扇
は
な
い
。
し
か
し
、
不
猶
か
さ
が
そ
の
ひ
と
を
苦
し
め
る
と
器
、
よ
り
確
か
な
自
己

が
必
喪
に
な
る
。
椙
対
的
に
不
朧
か
な
自
己
か
ら
出
発
し
て
、
よ
り
濫
か
な
自
己
へ
と
至
る
作
業
、
そ
れ
が

r
自
己
語

り
」
な
の
だ
と
い
え
る
。

〖
問
い
〗

書
の
言
う

「自
己
語
り
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
本
文
念
哩
愛
て
ま
と
め
た
後
、
そ

れ
に
必
要
な
思
考
力
や
言
語
運
用
能
力
を
培
う
た
め
に
、
「
国
語
科
教
育
」
に
お
い
て
あ
な
た
な
ら
ば
ど
の

よ
う
岱
芙
践
を
行
う
か
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
記
し
て
く
だ
さ
い
。

i 二
0
=

門
科
目
e
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問
六

問
七

問
五

問
四

問問 問

イ

ロ

〖
共
通
二
〗

次
の
文
章
は
『
大
鏡
』
の
一
節
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ

さ
て
ま
た
、
朱
雀
院
も
優
に
お
は
し
ま
す
と
こ
そ
は
言
は
れ
さ
せ
た
ま
ひ
し
か
ど
も
、
将
門
が
乱
な
ど
出

で
き
て
、
怖
れ
過
ご
さ
せ
①
お
は
し
ま
し
し
ほ
ど
に
、

a
や
が
て
代
は
ら
せ
た
ま
ひ
に
し
ぞ
か
し
。
そ
の
ほ

ど
の
こ
と
こ
そ
、
い
と
あ
や
し
う
は
べ
り
け
れ
。
母
后
の
御
も
と
に
行
幸
せ
b
さ
せ
た
ま
へ
り
し
を
、
[
か

か
る
御
有
様
の
思
ふ
や
う
に
め
で
た
く
う
れ
し
き
こ
と
」
な
ど
②
劉
叫
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
「
今
は
東
宮
ぞ
か

く
て
見
聞
こ
え
C

ま
ほ
し
き
」
と
申
さ
せ
た
ま
ひ
け
る
を
、
心
も
と
な
く
急
ぎ
③
思
し
召
し
け
る
こ
と
に
こ

そ
あ
り
け
れ
と
て
、
ほ
ど
も
な
く
譲
り
④
聞
こ
え
さ
せ
た
ま
ひ
け
る
に
、
后
の
宮
は
、

「さ
も
思
ひ
て
も
申

さ
ざ
り
し
こ
と
を
。

d
た
だ
ゆ
く
末
の
こ
と
を
こ
そ
思
ひ
し
か
」
と
て
、
い
み
じ
う
嘆
か
せ
た
ま
ひ
け
り
。

さ
て
、
お
り
さ
せ
た
ま
ひ
て
後
、
人
々
の
嘆
き
け
る
を
御
覧
じ
て
、
院
よ
り
后
の
宮
に
聞
こ
え
さ
せ
た
ま
．

ヘ
e
り
し
。
国
譲
り
の
日
、

日
の
ひ
か
り
出
で
そ
ふ
今
日
の
し
ぐ
る
る
は
い
づ
れ
の
方
の
山
辺
な
る
f
ら
む

后
の
宮
の
御
返
し
、

自
雲
の
お
り
ゐ
る
方
や
し
ぐ
る
ら
む

g
お
な
じ
み
山
の
ゆ
か
り
な
が
ら
に

な
ど
ぞ
聞
こ
え
は
べ
り
し
。
院
は
月
ご
ろ
、
綾
綺
殿
に
こ
そ
お
は
し
ま
し
し
か
。
後
は
h
少
し
悔
い
思
し
召

す
こ
と
あ
り
て
、
位
に
か
へ
り
即
か
せ
た
ま
ふ
べ
き
御
祈
な
ど
せ
さ
せ
た
ま
ひ
け
り
と
あ
る
は
、
ま
こ
と
に

ゃ゚
『

傍
線
①
「
お
は
し
ま
し
し
」
、
傍
線
②
「
奏
せ
」
、
傍
線
③
「
思
し
召
し
」
、
傍
線
④
「
聞
こ
え
」
は

そ
れ
ぞ
れ
誰
に
対
す
る
敬
意
を
示
し
て
い
る
か
。
次
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。

な
お
同
じ
も
の
を
繰
り
返
し
選
択
し
て
も
よ
い
。

イ

朱

雀

院

口

将

門

ハ

母

后

二

東

宮

ホ

語

り

手

傍
線

a

「
や
が
て
代
は
ら
せ
た
ま
ひ
に
し
ぞ
か
し
」
を
口
語
訳
せ
よ
。

傍
線
b

「
さ
せ
」
、
傍
線
C

「
ま
ほ
し
き
」
、
傍
線
e

「
り
」
、
傍
線
f

「
ら
む
」
の
意
味
を
次
の
中

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。
同
じ
も
の
を
繰
り
返
し
選
択
し
て
も
よ
い
。

イ

過

去

口

完

了

ハ

願

望

二

当

然

ホ

過

去

惟

量

へ

現

在

推

量

卜

使

役

チ

尊

敬

リ

意

志

ヌ

詠

嘆

傍
線
d
「
た
だ
ゆ
く
末
の
こ
と
を
こ
そ
思
ひ
し
か
」
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
か
、
説

明
せ
よ
。

傍
線

g
「
お
な
じ
み
山
の
ゆ
か
り
な
が
ら
に
」
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
か
、
説
明
せ

よ。傍
線
h

「
少
し
悔
い
思
し
召
す
こ
と
」
が
具
体
的
に
示
す
内
容
を
記
せ
。

こ
の
文
章
の
出
典
で
あ
る
『
大
鏡
』
と
同
じ
く
、
平
安
時
代
の
宮
廷
史
を
中
心
に
記
し
た
歴
史
物
語

を
次
の
中
か
ら
―
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。
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